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内在性トランスポゾンを利用したダイズのゲノム育種 
 
 
１ 代表部局・研究代表者 

北海道大学理学研究院・伊藤 秀臣 
 

２ 研究目的 

ダイズの内在性の転移因子（トランスポゾン）を人工的に操作し、短

期間に品種改良を行うことで、より安全で環境に与える影響の少な

い作物を作製する。 

 

３ 研究内容及び実施体制 

① トランスポゾンの転移集団の確立 

茎頂を含む組織を脱分化用培地で育成し、カルスを誘導する。次に、

誘導したカルスから再分化個体を作出する。（北海道大学 理学研究院 伊藤 

秀臣） 
 

② 挿入変異箇所のライブラリー作製 

挿入変異箇所近傍のみをライブラリー化し、同定した挿入領域に

存在する遺伝子の発現解析を行い、表現型の原因因子の同定を行う。
（北海道大学 農学研究院 金澤 章） 

 

４ 今年度の目標 

従来の品種改良技術とは異なる革新的な品種改良技術の創出し、内

在性のトランスポゾンを人工的に制御することで、効率の良いゲノ

ム改変を行い、育種に有用な形質の効果的な作出技術を確立する。 

 

５ 期待される効果・貢献 

ダイズの改良を進め、ダイズの生産性・付加価値を向上させるととも

に、遺伝資源の有用活用及び、革新的な技術の応用により効率的な品

種改良を提供することが可能となる。 

 
  



内在性トランスポゾンを利用したダイズのゲノム育種

① 分子生物学的アプローチ ② バイオインフォマティクス

組織培養による転移誘導 ダイズのゲノム解析

再分化個体の作出 ゲノム内のトランスポゾン情報の整備

突然変異集団の形質評価 突然変異遺伝子の同定

機能性をもつダイズの選抜

付加価値の高いダイズの育種技術の確立

計画フローチャート

品種改良

・ 交配による新品種の作出

・ ゲノム編集

ダイズの内在性の転移因子（トランスポゾン）を人工
的に操作し、短期間に品種改良を行うことで、より
安全で環境に与える影響の少ない品種を作出する。

遺伝子組換え植物への抵抗感

時間と労力がかかる

・ 内在性の

転移因子の利用
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